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このたびは、弊社の製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。本製品に添付されておりますマニュアル類の内

容に追加および訂正事項がございましたので、ここに謹んでお詫び申し上げますとともに、マニュアルをご覧になる場合に下記に示し

ます内容を合わせてお読みくださるようお願いいたします。 

2008 年 2 月 

富士通株式会社 

 

 

型名：PG-R4SC2 に標準で搭載されているダミー電源ユニットは定期交換部品になります。以下のとおり、各マニュアルについては、

ダミー電源ユニットを追加してお読みください。 

なお、型名：PG-R4SC2J に搭載されているダミー電源ユニットについては、サーバ内の発熱量の違いから、定期交換は不要です。 

 

1.「PRIMERGY BX600 S3 シャーシ ハードウェアガイド」B7FH-5401-01についての訂正事項 

◆『6.7 定期交換部品について（関連ページ：P.104）』 

誤：次に、監視する定期交換部品を示します。 

 ・電源ユニット（PG-PU121、PG-R4SC2、PG-R4SC2E をご購入の場合） 

正：次に、監視する定期交換部品を示します。 

・電源ユニット（PG-PU121、PG-R4SC2、PG-R4SC2E をご購入の場合） 

・ダミー電源ユニット（PG-R4SC2 をご購入の場合） 

 

◆『6.7.1 部品寿命情報参照・設定メニュー（関連ページ：P.104,105）』 

誤： ■寿命時間の再設定 

システム運用時、万一マネジメントブレードの情報が失われた場合、寿命時間の再設定が必要となります。

計算方法は、次のとおりです。計算した値を電源ユニットの Life Time（寿命時間）に入力してください。 

正： ■寿命時間の再設定 

システム運用時、万一マネジメントブレードの情報が失われた場合、寿命時間の再設定が必要となります。

計算方法は、次のとおりです。計算した値を電源ユニット／ダミー電源ユニットの Life Time（寿命時間）

に入力してください。 

 

誤： ・Installation Date（設置日） 

本シャーシの電源ユニットを設置／交換した日付けを入力します。 

正： ・Installation Date（設置日） 

本シャーシの電源ユニット／ダミー電源ユニットを設置／交換した日付けを入力します。 

 

誤： POINT 

電源ユニットの寿命は、本シャーシのメイン電源が入っている時間に依存します。 

正： POINT 

電源ユニット／ダミー電源ユニットの寿命は、本シャーシのメイン電源が入っている時間に依存します。 

 

PRIMERGY BX600 S3 シャーシ ご使用上の注意 
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誤：  

定期交換部品 交換周期 備考 

電源ユニット 約 35,000 時間 8 時間運用の場合、約 9 年間 

24 時間運用の場合、約 3 年 

正：  

定期交換部品 交換周期 備考 

電源ユニット 

ダミー電源ユニット 

約 35,000 時間 24 時間運用の場合、約 3 年 

 

◆『6.7.2 定期交換部品の交換時期に表示されるメッセージ（関連ページ：P.107）』 

誤： 1 修理相談窓口に連絡します。 

 2 マネジメントブレードの Web UI で、該当する電源ユニットの「Contact CheckBox」にチェックします。 

1.［System Property］ - ［Environ./Maintenance］ - ［Power Supply］をクリックします。 

2.「Power Supply Live Time Counter」の該当する電源ユニットの欄で、「Contact Check Box」にチェッ

クします。 

「Contact Check Box」にチェックした日付が、「Expiry Reporting Date」に表示されます。 

3 新しい電源ユニットに交換します。 

→「4.4 電源ユニットの取り付け」（P.52） 

正： 1 修理相談窓口に連絡します。 

2 マネジメントブレードの Web UI で、該当する電源ユニットの「Contact CheckBox」にチェックします。 

1.［System Property］ - ［Environ./Maintenance］ - ［Power Supply］をクリックします。 

2.「Power Supply Live Time Counter」の該当する電源ユニットの欄で、「Contact Check Box」にチェッ

クします。 

「Contact Check Box」にチェックした日付が、「Expiry Reporting Date」に表示されます。 

3 新しい電源ユニット／ダミー電源ユニットに交換します。 

→「4.4 電源ユニットの取り付け」（P.52） 

 

2.「PRIMERGY BX600 マネジメントブレード ハードウェアガイド」B7FH-5411-01についての訂正事項 

◆『4.2.4System Propertyグループ（関連ページ：P.36,37）』 

誤：重要 

 電源ユニット（200V）は定期交換部品です（→『BX600 S3 シャーシ ハードウェアガイド』）。 

 定期交換後は設定の変更を行ってください。 

正：重要 

電源ユニット（200V）およびダミー電源ユニットは定期交換部品です（→『BX600 S3 シャーシ ハードウェアガ

イド』）。 

 定期交換後は設定の変更を行ってください。 
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誤： 

 表示／設定項目 説明 

Life Time 電源ユニットを交換した場合に、電源ユニット（200V）の寿命時間（35,000 時間-稼

動時間）を入力します。 

単位は時間（hour(s)）です。 

100V の電源ユニットを搭載している場合は、寿命時間（44,000 時間- 稼動時間）を

入力してください（100V の電源ユニットの定期交換はありません）。 

電源／ダミー電源ユニットを交換したら、［Reset］をクリックしてください。 

正： 

 表示／設定項目 説明 

Life Time 電源ユニットを交換した場合に、電源ユニット（200V）およびダミー電源ユニットの

寿命時間（35,000 時間-稼動時間）を入力します。 

単位は時間（hour(s)）です。 

100V の電源ユニットを搭載している場合は、寿命時間（44,000 時間- 稼動時間）を

入力してください（100V の電源ユニットの定期交換はありません）。 

電源／ダミー電源ユニットを交換したら、［Reset］をクリックしてください。 

 

誤： 

 表示／設定項目 説明 

Contact Check Box 電源ユニットが寿命期日に達した場合に、修理相談窓口に連絡後、チェックします。

［Reset］をクリックするとチェックが外れます。 

正： 

 表示／設定項目 説明 

Contact Check Box 電源／ダミー電源ユニットが寿命期日に達した場合に、修理相談窓口に連絡後、チェ

ックします。 

［Reset］をクリックするとチェックが外れます。 

 

◆『5.4.2 Management Agent（関連ページ：P.88）』 

誤：重要 

 電源ユニットの定期交換について 

 電源ユニット（200V）は定期交換部品です（→『BX600 S3 シャーシ ハードウェアガイド』）。 

 定期交換後は設定の変更を行ってください。 

正：重要 

 電源ユニットの定期交換について 

 電源ユニット（200V）およびダミー電源ユニットです（→『BX600 S3 シャーシ ハードウェアガイド』）。 

 定期交換後は設定の変更を行ってください。 

 

 

以上 
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